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新泉･和泉地区　　　　和泉中学校新泉小学校和泉小学校

小中一貫教育
ニュースレター拓き･高め･繋がる

小串一貫教育

｢自信をもって自らの人生を切り拓いていく苧供を育てよう｣と､平成23年度も新最小･

和泉小･和泉中の3校の教員が力を合わせ､小中一貫教育に取り組んでいます｡

今年度は､各教科部会で目指す児童･生徒像を明確にし､取り組みのビフォー

アフターを意識しながら研究を進めてきました｡

平成27年4月開校予定の､施設一体型小中一貫教育校を視野に入れ､新泉･和泉地区

の小中一貫教育はますますスピードを増しながら､質を高めています0
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確実に着実に積み重ね
23年度新泉･和泉地区

小中一貫教育研究の

◎⑳⑳
中学校生徒会訪間　　　　　　　宮士学園移動教室　　　　　　　中学校部活動体験

児童･生徒および

教員の交流の充実を
図LJました｡
小中一貫教育を進めていく上で大切な

のは､生徒と児童､児童同士が学校の

垣根を越えて互いによく知り合い､仲間

としての意識を育んでいくことです｡

様々な取り組みを通して､

児童･生徒の交流を図りました｡

小学校間交流を進めました｡

■6年(5/1 7)　　　　■6年(6/1 3) ■5年(6/14) ■5年(6/21)

研究授業による　　　　ト

指導内容･方法の
一貫性を追究しました｡

小中学校間に存在する指導観や学力観

などの違いを取り除き､学びの意欲と

質を高めるためには､小中学校教員の

連携が重要です｡

3校合同研究会

定期的な授業指導の交流
(算数･数学/音楽/図画工作･美術/技術/国語/英語)

全教科で不定期な授業指導の交流

各教科および

その他のカリキュラム･

シラバス開発を行いました｡ト
義務教育9年間を通して人間形成を図る

には､連続した教育課程の実施による

学びの共有化が大切です｡

新泉･和泉地区キャリア教育推進プログラムを実施しました｡-

学びの意欲と賃を高める特色ある教育
(言葉の教育)を推進しました｡

小･中学校で図書館(学習情報センター)の充実を図りました｡

小中一貫教育にかかわるアンケート
保護者①
6年児童仁)

3校ニュースレター(広報誌)

職業体験　　　　　　　　　　　　杉並能楽堂での狂言教皇



ていまT.

夏休みおもしろ実験教皇　　　　　　　　　　　　　　　交流お弁当給食　　　　　　　　　単位丘あたりの大きさ　　　　　　　官士学園移動教皇

スポーツ交流 低学年遊び交流　　　　　　　　　和泉フェスタ)ハ-サル見学　　　　新泉小学芸会リハーサル見学　　　俳句をつくろう
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L6年(9/13)　　　　市5年(1 0/18)　　　　■6年(l l/22)　　　　　　　　　　　　　　　■6年(1/24) ■5年(l/31 ) 16年(2/21 )

分析　　　　　　　発信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者②　　　　　　分析　　　　　　　発信

8号誌発行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9号誌発行　　　　　　　　　　　　　　　　1 0･ 1 1合併号誌発行

英語科研究授業　　　　　　　　　体育科研究手受業 外国語活動ワ一クショノブ 赤ちゃんだっこプログラム シラバス(学習案内)



囚国語･読書部会

●読んだことをもとに､自分の考えを深め表現できる｡

●自分の意見を表現できる｡
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●学校司書や国語科教員からの紹介によって､様々な種類の本に

ふれることができました｡

●同じ作者の本や､同じシリースの本を読むことへ関心が広がり､

読書の冊数が増えました｡

●目的をもって､本を選ぶ児童･生徒が増えました｡

●読む楽しさを実感し､自己の生き方を向上させていく○ ��ﾉ*�<x��,ﾈ鳧ｭH,�ｹ���ﾘ��,h+X,I��-�I<x-�+�,h,Y<x��,ﾉYﾘ/�ﾔﾈ+�.窒�

●伝統的な文化に親しみ､表現することを楽しむo ljP-召≡- �+�,h*ｨ,X*ｸ-ﾈ+X+ﾖ�(hｧr��

図書の貸し-.- 

出し耶ii■五正I甲 
和泉中【664冊1′014冊 

●図書室のおすすめ本コーナーの充実をEglりました. ��i�(憘ﾃH�ﾃ3�衣ｳb繝#8ﾟｲ�

●平成23年度版小中一貫おすすめ本の選定を行いましたo 刎��(抦�｣r���Xﾟｳゅ3ドﾟｲ�

●学校司書からの各学年へのブックト-ク紹介を行いましたo ���/�,Y<x��,偃h.��x/�,X*(.靖6粐uｦ�%C�)m�*H輊*B�

e朝読書の時間に､おすすめ本を活用しました〇 i.議軒､照滋軍手S;ニ 舶中学2年に莫鮎230も蓋適 
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●小説だけでなく､様々な種類の本にふれさせていきたいo 

●読む楽しさを感じたり､削勺に応じて本を選んで読んだりできる児童, 

生徒をさらに増やしていきたい○ 

●同じおすすめ本を数冊用意することで朝読書の時間に課題図書と 

して紹介し､多くの児童.生徒に読ませたいo 

田社会部会

●社会事象に関心をもち､意欲的に調べることができるo

⑳各種の賀料を活用し､より広い視野から思考･判断し､

適切に表現できる｡

⑳地図･地球儀や年表なとの資料を活用し､情報を集めて

読み取ることができるo

●事実を正確に捉え､公正に判断し表現する力を育てるため､

小学3･4年生での地域見学､観察を十分に行いましたQ

●中学での歴史的分野で活用できる人物ノートを小学6年生で

作成し､グループでの作業により表現力を育みましたQ

●中学での地理的分野にスムースに活かせるよう､地図や地球

儀を学び､小学5年生で地図を読み取る力を伸ばしました｡

ふりかえろうl歴史上の人物(新泉小6年)ふりかえろうl歴史上の人物(新兵小6年)
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●考えを伝え合ったり､グループで学び合う活動を取り入れたりしたこ

とにより､主体的に学ぶ児童が増えました｡

⑳ 資料を活用したり､グループで話し合ったりする

社会の授業は好きですか?

i墨圃･}陶
丁･t　　　　∴､.

小学5･6年に実施∩-205　　　　　　　小学5･6年に実施n=205

自分の意見と人の意見宅

聞いた17､比べた17

て雪盲かL)楽しい｡
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+資料を根拠に､自分の考えを表現できる力を育成することo


